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は じ め に 


今回 は 、 中 国 の 高速 鉄道 事情 に つい て お 送 以下 で は 、 中 国 の 高速 鉄道 の 開通 状況 を ま 
り し ます 。 2008 年 8 月 、 中 国 で は 初 の 高速 鉄道 と め な が ら 、 高速 鉄道 が 国民 生活 に も た ら す 影 
が 北京 一 天津 間 で 開通 し 、 中 国 は 高速 鉄道 の 卿 を 探り ます 。 

時 代 に 突入 し まし た 。 全国 の 主要 都市 を 中 心 

に 高速 鉄道 が 順次 開通 し て いく 中 、 利 用 客数 
は 年 々 増加 し 、 今 や 高速 鉄道 は 中 国 の 人 に 
と っ て 重要 な 交通 手段 に な っ て いま す 。 


中 国 の ! 万 里 の 高速 鉄道 」 


[図表 1] 2015 年 の 中 国 の 高速 鉄道 ネッ トワ ー ク ( 緑 線 ) 

2008 年 の リー マン ・ シ ョ ッ ク 直 後に 発表 され た PP TTF 王国 
「4 兆 元 投資 」 の 目玉 政策 は 、 中 国 全 土 に 高速 ca 還 二 いく 
鉄道 を 建設 する こと で し た 。 また 、 2011 年 に 発 
II 
年 )」 で は 、2015 年 まで に 4 本 の 縦貫 線 と 4 本 の 
横断 線 を 軸 に 、 沿岸 部 の 主要 都市 と 内 陸 部 省 
都 を 結ぶ 世界 最大 級 の 高速 鉄 道 ネ ットワーク を 
建設 する と の 内 容 が 盛り 込ま れ 、 こ れ ら が 中 国 
に お ける 高速 鉄道 の 整備 を 急 ピ ッ チ で 進め る 
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2013 年 10 月 末 現 在 、 主 要 8 路 線 の 中 で 全線 
開通 し て いる の は 、 北 京 一 上 海 高速 鉄道 の み 
で す が 、 北 京 一 香港 高速 鉄道 の よう に 、 深セン 
一 香港 の 50 キ ロ 区 間 を 除い て 完成 し 、 完 全開 
通 に 向け た 工事 が 着 々 と 進ん で いる 路線 も 多く 
あり ます 。 9 月 26 日 、 福 建 独 に ある 向 蒲 高速 鉄 横断 夫 
道 が 開通 し た こと に より 、 中 国 の 高速 鉄道 の 総 Ei 
延長 は 1 万 キロ を 超え まし た (ご 参考 : 日 本 の 新 良明 - 
幹線 の 総 延長 :2620 キ ロ )。 


(出所 ) 中 国鉄 道 総 公 司 よ り 岡 三 ア セッ トマ ネジ メン ト 作 成 
[図表 2] 。。 和 ジェ クト 


(出所 ) 生生 より アセ ッ ト マ ネジ メン ト 作成 
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新た な ビジ ネス チャ ンス に つなが る 中 国 の 高速 鉄道 


各 主 要 都 市 の 高速 鉄道 の 開通 に 伴い 、 高 速 鉄 
道 の 利用 者 数 は 大 幅 に 増加 し まし た 。 高速 鉄道 
車両 が 在 来 線 で 運行 され て いた 2007 年 に は 、 高 
速 鉄道 の 利用 者 数 は わずか 5800 万 人 で し た が 、 
2012 年 に は 5.1 億 人 に 増加 し 、 鉄道 輸送 客 に 占め 
る 割合 も 2007 年 の 49% か ら 2012 年 に は 2796% と な り ま 
し た (図表 3、4)。 2011 年 に 起き た 列車 追突 事故 の 
直後 に は 高速 鉄道 を 敬遠 する 動き が 一 時 的 に 拡 
が り ま し た が 、 利 便 性 や 時 間 の 正確 さ が 他 の 交通 
手段 より も 優れ て いる こと か ら 、 次 第 に 利用 者 の 信 
頼 を 取り 戻す よう に な り ま し た 。 

世界 銀行 が 中 国 の 高速 鉄道 の 経済 効果 に つい 
て 行っ た 調査 で は 、 高 速 鉄道 の 普及 が 生産 性 の 
向上 や 時 間 、 燃 料 な どの 節約 に つなが る こと が 示 
され て お り 、 今 後 も 高速 鉄道 網 整 備 に よる 中 国 経 
済 へ の 好 影 響 が 改め て 期待 され て いま す 。 特に 
生産 性 の 向上 に つい て は 、 高 速 鉄道 の 開通 に より 
一 日 に アク セス で きる 交通 圏内 に 住む 人 の 数 が 数 
千 万 人 増え る と 示さ れ て お り 、 客 層 の 拡大 や 新 し 
い 人 材 の 活用 が 新た な ビジ ネス チャ ンス に つなが 
る も の と 期待 され ます 。 

最近 、 高 速 鉄道 の 恩恵 を 受け て いる 地域 と し 
て 、 福 建 省 の 泰 蜜 ( た いね い ) 市 が 注目 され ます 。 
泰 寧 市 は 、 省 都 で ある 福州 市 の 北西 約 360 キ ロ に 
位置 する ご く 普 通 の 地方 都市 で す が 、 福州 市 か ら 
車 で 6 時 間 以 上 か か る な ど 、 沿 岸部 都市 と し て は 
不便 な 場所 で し た 。 し か し 、 今 年 9 月 に 開通 し た 向 
浦 高速 鉄道 を 利用 すれ ば 、 所 要 時 間 が 2 時 間 未 
満 に 短縮 され 、 ア クセ ス が 飛躍 的 に 向上 し まし た 
(図表 5)。 泰 寧 市 で は 、 今 年 10 月 に 世界 50 ヵ 国 以 
上 が 参加 する | ミス ・ ビ キ ニ ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル | の 
決勝 大 会 が 開催 され 、 大 成功 と な り ま し た が 、 仮に 
高速 鉄道 が な けれ ば 、 同市 が こう し た イベ ント を 主 
催す る こと は な か っ た と 考え られ ます 。 


日 本 の 新幹線 が 日 本 の 産業 構造 や 国民 生活 
を 変え た よう に 、 今 後 、 中 国 の 高速 鉄道 に よる 経 
済 へ の 好 影 響 が 期待 され て いま す 。 と り わ け 中 
国 の 場合 は 、 大 都市 の 都心 か ら 少 し 離れ る だ け 
で も 発展 が 遅れ て いる 場所 が 多数 存在 する た 
め 、 高 速 鉄道 の 開通 は こう し た 地域 の 経済 成長 


[図表 3] 中 国 の 線路 別 の 旅客 輸送 量 
(2007 年 、 総 輸送 量 : 13.6 億 人 ) 
高速 鉄道 
4% 


(出所 ) 中 国鉄 路 総 公 司 デ ー タ より 岡 三 アセ ッ ト マ ネジ メン ト 作 成 


[図表 4] 中 国 の 線路 別 の 旅客 輸送 量 
(2012 年 、 総 輸送 量 :18.9 億 人 ) 


(出所 ) 中 国鉄 路 総 公司 デー タ よ り 岡 三 ア セッ トマ ネジ メン ト 作 成 
[図表 5] 2013 年 9 月 に 開通 し た 向 蒲 高速 鉄道 


(出所 ) 中 国鉄 道 総 公司 


の 起爆 剤 に な り 、 地域 格差 を 解消 する 上 で 重要 
な 役割 を 果たし て いく と 考え られ ます 。 
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【 当 レ ポー ト に 関す る 留意 事項 】 
画 本 資料 は 、 投 資 環境 に 関す る 情報 提供 を 目的 と し て 岡 三 アセ ッ ト マ ネジ メン ト 株 式 会 社 が 作成 し た も の で あり 、 特 定 の ファ 
ンド の 投資 勧誘 を 目的 と し て 作成 し た も の で は あり ませ ん 。 画 本 資料 に 掲載 され て いる 市 況 見 通し 等 は 、 本 資料 作成 時 点 で 
の 当社 の 見 解 で あり 、 将 来 予 告 な し に 変更 され る 場合 が あり ます 。 また 、 将来 の 運用 成果 を 保証 する も の で も あり ませ ん 。 
田 本 資料 は 、 当 社 が 信頼 で きる と 判断 し た 情報 を 基 に 作成 し て お り ま す が 、 そ の 正確 性 ・ 完 全 性 を 保証 する も の で は あり ま 
せん 。 置 投資 信託 の 取得 の 申込 み に 当たっ て は 、 投 資 信託 説明 書 (交付 目論見 書 ) を お 渡し し ます の で 必ず 内 容 を ご 確認 
の うえ 、 投 資 判断 は お 客 様 ご 自身 で 行っ て いた だ きま す よ うお 願い し ます 。 


【 皆 様 の 投資 判断 に 関す る 留意 事項 】 
【 投 資 信 託 の リス ク 】 
投資 信託 は 、 株 式 や 公社 債 な ど 値動き の ある 証券 等 (外貨 建 資 産 に 投資 する 場合 は 為替 リス ク が あり ます 。 ) に 投資 し ます 
の で 、 基 準 価額 は 変動 し ます 。 従っ て 、 投 資 元 本 が 保証 され て いる も の で は な く 、 基準 価 額 の 下落 に より 、 損失 を 被り 、 投 資 
元 本 を 割り 込む こと が あり ます 。 投資 信託 は 預貯金 と 異な り ま す 。 
投資 信託 財産 に 生じ た 損益 は 、 す べ て 投資 者 の 皆様 に 帰属 し ます 。 
【 留 意 事項 】 
・ 投 資 信 託 の お 取引 に 関し て は 、 金 融 商品 取引 法 第 37 条 の 6 の 規定 (いわ ゆる クー リン グ オ フ ) の 適用 は あり ませ ん 。 
・ 投 資 信 託 は 預金 商品 や 保険 商品 で は な く 、 預金 保険 、 保 険 契約 者 保護 機構 の 保護 の 対象 で は あり ませ ん 。 
また 、 登録 金 融 機関 が 取扱 う 投資 信託 は 、 投 資 者 保護 基金 の 対象 と に な り ま せん 。 
・ 投 資 信託 の 収益 分 配 は 、 各 ファ ンド の 分 配 方 針 に 基づい て 行わ れ ま す が 、 必 ず 分 配 を 行う も の で は な く 、 ま た 、 分 配 金 の 
金額 も 確定 し た も の で は あり ませ ん 。 分 配 金 は 、 預 貯金 の 利息 と は 異な り 、 フ ァ ン ド の 純資産 か ら 支 払わ れ ま す の で 、 分 配 
金 が 支払 われ る と 、 そ の 人 金額 相当 分 、 基 準 価額 は 下がり ます 。 分 配 金 は 、 計 算 期 間 中 に 発生 し た 収益 を 超え て 支払 われ 
る 場合 が ある た め 、 分 配 金 の 水準 は 、 必 ず し も 計算 期間 に お ける ファ ンド の 収益 率 を 示す も の で は あり ませ ん 。 また 、 投 資 
者 の 購入 価額 に よっ て は 、 分 配 金 の 一 部 また は 全部 が 、 実 質 的 に は 元 本 の 一 部 払戻 し に 相当 する 場合 が あり ます 。 ファ ン 
ド 購入 後 の 運 用 状況 に より 、 分 配 金額 より 基準 価額 の 値上がり が 小さ か っ た 場合 も 同様 で す 。 


【 お 客 様 に ご 負担 いた だ く 費 用 】 
画 お 客 様 が 購入 時 に 直接 的 に 負担 する 費用 
購入 時 手数 料 : 購 入 価額 x 購 入口 数 x 上 限 4.29%( 税 込み ) 
画 お 客 様 が 換金 時 に 直接 的 に 負担 する 費用 
換金 時 手数 料 : 公 社債 投信 1 万 口当たり 上 限 105 円 (税込 み ) 
その 他 の 投資 信託 に は あり ませ ん 
信託 財産 留保 額 : 換 金 時 に 適用 され る 基準 価額 x 0.59%% 以 内 
一 お 客 様 が 信託 財産 で 間接 的 に 負担 する 費用 
運用 管理 費用 (信託 報酬 ) の 実質 的 な 負担 
: 純 資産 総額 実質 上 限 年 率 1.99596( 税 込み ) 
※ 実 質 的 な 負担 と は 、 フ ァ ン ド の 投資 対象 が 投資 信託 証券 の 場合 、 そ の 投資 信託 証券 の 信託 報酬 を 含め た 報酬 の こと を 
いい ます 。 な お 、 実 質 的 な 運用 管理 費用 (信託 報酬 ) は 目安 で あり 、 投 資 信託 証券 の 実際 の 組 入 比 率 に より 変動 し ます 。 
その 他 費 用 ・ 手 数 料 
監査 費用  : 純 資産 総額 x 上 限 年 率 0.01269% (税込 み ) 
※ 上 記 監 査 費用 の 他 に 、 有 価 証券 等 の 売買 に 係る 売買 委託 手数 料 、 投 資 信託 財産 に 関す る 租税 、 信 託 事 務 の 処理 に 要 
する 諸費 用 、 海 外 に お ける 資産 の 保管 等 に 要する 費用 、 受託 会 社 の 立替 えた 立替 金 の 利息 、 借 入金 の 利息 等 を 投資 信 
託 財 産 か ら 間接 的 に ご 負担 いた だ く 場 合 が あり ます 。 
※ 監 査 費用 を 除く その 他 費 用 ・ 手 数 料 は 、 運 用 状況 等 に より 変動 する た め 、 事 前 に 料率 ・ 上 限 額 等 を 示す こと は で きま せん 。 


@ お 客 様 に ご 負担 いた だ く 費用 に つき まし て は 、 運 用 状況 等 に より 変動 する 費用 が ある こと か ら 、 事 前 に 合計 金額 若しくは そ 
の 上 限 額 又は これ ら の 計算 方 法 を 示す こと は で きま せん 。 
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上 記 の リス ク や 費用 に つき まし て は 、 一 般 的 な 投資 信託 を 想定 し て お り ま す 。 各 費用 項目 の 料率 は 、 委 託 会 社 で ある 岡 三 アセ ッ ト マ ネジ 
メン ト 株 式 会 社 が 運用 する すべ て の 公募 投資 信託 の うち 、 最 高 の 料率 を 記載 し て お り ま す 。 投 資 信託 の リス ク や 費用 は 、 個 別 の 投資 信託 


に より 異な り ま す の で 、 ご 投資 を され る 際 に は 、 事 前 に 、 個 別 の 投資 信託 の 「 投 資 信託 説明 書 (交付 目論見 書 )」 の 【 投 資 リス ク 、 手 続 
・ 手数 料 等 】 を ご 確認 くだ さい 。 


な 岡 三 アセ ッ ト マ ネジ メン ト 。 


